
学校番号 1006 

令和 3年度 芸術科（音楽） 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 MOUSA ２（教育芸術社） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・「歌うこと」「楽器を演奏すること」「音楽を聴くこと」「音楽をつくること」の４つの分野を

年間を通して学習します。 

・学習の到達度は、授業で配布するワークシートや実技テストで評価します。 

・音楽の学習は、グループで協力して音楽をつくることで価値あるものとなり、 

 そうして感性が豊かになります。 

・音楽が、生涯を通して皆さんの心の支えとなり、生きる力になることを願います。 

 

２ 学習の到達目標 

音楽の諸活動を通して、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、個性豊

かな表現の能力と主体的な鑑賞の能力を伸ばし、音楽文化についての理解を深める。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:音楽への関心・意

欲・態度 

b:音楽表現の創意工

夫 
c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

音楽や音楽文化に関

心をもち、歌唱、器楽、

創作、鑑賞の学習に主

体的に取り組もうと

する。 

音楽を形づくってい

る要素と、それらの働

きを理解しながら、歌

唱、器楽、創作の音楽

表現を工夫し、どのよ

うに歌うか、演奏する

か、音楽をつくるかに

ついて表現意図をも

っている。 

創意工夫を生かした

音楽表現をするため

に必要な歌唱、器楽、

創作の技能を身に付

け、創造的に表して

いる。 

音楽を形づくってい

る要素とそれらの働

きを理解しながら、

楽曲や演奏を解釈し

たり、それらの価値

を考えたりして、音

楽に対する理解を深

め、よさや美しさを

創造的に味わって聴

いている。 

評
価
方
法 

観察 

ワークシート 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

提出作品 

観察 

ワークシート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

一
学
期 

楽
し
く
歌
お
う 

【歌唱】 

ハナミズキ 

上を向いて歩こう 

糸 

涙そうそう 

アンパンマンのマー

チ 

はなさくら 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 a:歌う喜びを味わい、歌う学習に主体的に取

り組もうとしている。 

b:音楽を形づくっている要素と、それらの働

きが生み出す雰囲気や特質を理解しながら、

歌詞の内容と関わらせてどのように歌うか、

表現意図をもっている。 

c:表現したいことを伝えるための歌唱の技

能を身に付けている。 

観察 

演奏の聴取 

楽
器
を
演
奏
し
よ
う 

【器楽】 

「アルトリコーダー」 

冬（第２楽章） 

ソナタ 

愛のテーマ 

「クラシックギター」 

愛のロマンス 

Tears In Heaven 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 a:楽器の音色や奏法の特徴に関心をもち、演

奏する学習に主体的に取り組もうとしてい

る。 

b:様々な表現形態による器楽の特徴と表現

上の効果とのかかわりを理解し、表現を工夫

している。 

c:音楽を形づくっている要素とそれらの働

きを理解して演奏している。 

観察 

演奏の聴取 

 
音
楽
の
要
素
と
イ
メ
ー
ジ
を
つ
な
げ
よ
う 

 

【鑑賞】 

≪和声と創意の試み

≫第１集〈四季〉から

〈冬〉 

ピアノ・ソナタ第１４番 

嬰ハ短調 op.27-2≪

月光≫から第１楽章 

交響曲第６番  ヘ長

調 op.68≪田園≫か

ら第１楽章 

 

○ 

   

○ 

a:楽曲の文化的・歴史的背景や、作曲者及び

演奏者による表現の特徴に関心を持ち、鑑賞

の学習に主体的に取り組もうとしている。 

 d: 音楽を形づくっている要素とそれらの

働きを理解しながら、楽曲や演奏を解釈した

り、それらの価値を考えたりして、音楽に対

する理解を深め、よさや美しさを創造的に味

わって聴いている。 

観察 

ワークシート 



二
学
期 

 

外
国
語
の
言
語
の
響
き
や
旋
律
の
美
し
さ
を

感
じ
取
っ
て
歌
お
う 

【歌唱】 

Funiculi-Funicula 

Nel cor piu non mi 

sento 

Die Lotosblume 

Nessun dorma!（オペ

ラ≪トゥーランドット≫

から） 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 a:曲想と文化的・歴史的背景との関わりに関

心をもち、歌う学習に主体的に取り組もうと

している。 

b:曲種に応じた発声の特徴と表現上の効果

とのかかわりを理解し、表現を工夫してい

る。 

c:音楽を形づくっている要素とそれらの働

きを理解し、表現したいことを伝えるための

歌唱の技能を身に付けている。 

観察 

演奏の聴取 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
し
よ
う 

【器楽】 

E-TEN-RAKU 

人生のメリーゴーラン

ド 

Prelude Ⅰ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 a:楽器の音色や奏法の特徴に関心をもち、演

奏する学習に主体的に取り組もうとしてい

る。 

c: 楽器の音色や奏法の特徴と表現上の効果

とのかかわりを理解し、表現したいことを伝

えるための技能を身に付けている。 

観察 

演奏の聴取 

【創作】 

ボディーパーカション 

「オリジナル曲」 

  

○ 

  b:リズムの特徴を知覚し、その働きを理解し

ながら、どのように音楽をつくるかについて

表現意図をもっている。 

観察 

提出作品 

バ
レ
エ
・オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
の
鑑
賞 

 

【鑑賞】 

バレエ ≪白鳥の湖

≫ 

オペラ≪フィガロの結

婚≫K.492 から〈もう

飛 ぶ ま いぞ 、 こ の

蝶々〉 

オペラ≪リゴレット≫

から〈女心の歌〉 

オペラ≪トゥーランド

ット≫から〈誰も寝て

はならぬ〉 

 

 

 

○ 

   

○ 

a:声や楽器の音色の特徴と表現上の効果に

関心をもち、鑑賞する学習に主体的に取り組

もうとしている。 

d: 音楽を形づくっている要素とそれらの働

きを理解しながら、楽曲や演奏を解釈した

り、それらの価値を考えたりして、音楽に対

する理解を深め、よさや美しさを創造的に味

わって聴いている。 

観察 

ワークシート 



三
学
期 

日
本
語
の
美
し
い
語
感
を
生
か
し
て
表
現
し
よ
う 

【歌唱】 

浜辺の歌 

椰子の実 

夏は来ぬ 

楓 

幼き日のアルバム 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 a:曲想と文化的・歴史的背景との関わりに関

心をもち、歌う学習に主体的に取り組もうと

している。 

b:曲種に応じた発声の特徴と表現上の効果

とのかかわりを理解し、表現を工夫してい

る。 

c:音楽を形づくっている要素とそれらの働

きを理解し、表現したいことを伝えるための

歌唱の技能を身に付けている。 

観察 

演奏の聴取 

和
楽
器
の
演
奏 

【器楽】 

斎太郎節 

長唄≪越後獅子≫か

ら 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 a:三味線の音色や奏法の特徴に関心をもち、

それらを生かして演奏する学習に主体的に

取り組もうとしている。 

b:音色やリズムなど音楽を形づくっている

要素と、それらの働きが生み出す特質や雰囲

気を理解し、どのように演奏するかについて

表現意図をもっている。 

c:三味線の奏法の特徴を生かした音楽表現

をするために必要な技能を身に付け、創造的

に表している。 

観察 

演奏の聴取 

 

日
本
の
伝
統
音
楽 

 
 【鑑賞】 

薩摩琵琶≪川中島≫ 

長唄≪越後獅子≫か

ら 

 

 

○ 

   

○ 

a:我が国の伝統音楽の種類とそれぞれの特

徴に関心を持ち、鑑賞する学習に主体的に取

り組もうとしている。 

d: 音楽を形づくっている要素とそれらの働

きを理解しながら、楽曲や演奏を解釈した

り、それらの価値を考えたりして、音楽に対

する理解を深め、よさや美しさを創造的に味

わって聴いている。 

観察 

ワークシート 

 

※ 表中の観点について a:音楽への関心・意欲・態度   b:音楽表現の創意工夫 

c:音楽表現の技能        d:鑑賞の能力 

 

※ 原則として、「歌唱」「器楽」「創作」の分野は a.b.c の３観点で、「鑑賞」の分野は a,d の２観点

で評価をする。 

  

 ※ 年間を通して全ての観点について評価することとなるが、学習内容（題材）の各項目において 

重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


